
■ 露出の決定

被 写 体 の 各 部 を測 定 して 露 出 を決 定 し ま す 。
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1被 写 体 最 暗 部
(ジ ャ ドー 部 )を

測 定 し ます 。

T優 先 モ ー ド時
は 測 定 した デ ー

ター を露 出 計 に

メ モ リー して お

くと便 利 で す 。

2被 写 体 最 明 部
(ハ イ ラ イ ト部 )

を測 定 し ます 。

3シ ヤ ドー 部 とハ
イ ラ イ ト部 よ り

中 間 値 を読 み 露 出 を決 定 し ます 。

(例 )カ ラ ー ネ ガ フ ィル ム の 場 合
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☆ フ イ ル ム に は 感 光 の 範 囲 、 つ ま り最 も明

る い 部 分 か ら最 も暗 い 部 分 ま で の 表 現 が で

き る 範 囲 (フ イ ル ム の ラ チ チ ュ ー ド)があ り

ます 。 従 っ て 被 写 体 の 明 る さ が フ イ ル ム の

ラ チ チ ュ ー ドを越 え た 場 合 に は 、 そ の 部 分

は フ イ ル ム に 再 現 され ませ ん 。 ― 般 的 に モ

ノ ク ロ フ イ ル ム で は そ の 範 囲 が 128:|(7EV
差 )、 カ ラー の 場 合 32:(5EV差 )と さ れ て
い ます 。

こ の よ う な 測 定 を行 な う場 合 、 ビ ュ ー フ ァ
イ ン ダー を使 用 す る と各 部 を正 確 に 測 定 で

き便 利 で す 。 まず 表 現 した い 最 明 部 を測 定

して EV値 を言売み 、次 に 最 暗 音5を 7A」 定 して EV

値 の 差 を求 め て 表 現 が で き る範 囲 内 に あ る

か を確 認 し、 そ の 被 写 体 の 露 出 を 決 定 し ま

す 。

(参考 )露出 値 (EV)目 盛 りの 数 値 に よ る コ ン

トラ ス ト比 は 、 表 の と お りで す 。

■ 取扱い上の注意

1接点⑥は測定値補正の電気接点となりま
す の で 、 接 触 を不 安 定 に す る変 形 、 汚 れ

に 充 分 注 意 して 下 さ い 。

2接 点 は 金 属 で 出来 て い ます の で 、 ケ ガ に
は 十 分 注 意 して 下 さ い。

3受 光 部 5は プ ラ ス チ ッ ク レ ン ズ で す の で
,青掃 は プ ロ ワ ー 等 で ホ コ リ を吹 き飛 ば す

か 、 軟 らか い布 で 軽 く拭 き取 り常 に 清 潔

に して お い て 下 さ い 。

■ 仕

測 定 方 式 ● 反 射 光 式

測 定 範 囲 ● 定 常 光   EV2～ 22J"・ t
(lSO100)0ス  トロボ 光  F4 -90J｀

1・

t

受 光 角 ● 5°

フ ァ イ ン ダ ー ● ガ リ レ オ 式 (倍率 約 13倍 )
大 き さ、 重 さ 068× 36× 51mm  約 44g

※この仕様書に記載の仕様及び外観は、改良の為、

子告な く変更することがあ ります ,
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が こ の 被 写 体 に お け る適 性 露 出値 と な り ま

す。

(FNOで 中 間 イ直を読 み 取 る際 は ア ナ ロ グ表 示

部 の FNO表示 を利 用 す る と便 利 で す 。)

SEκO‖′C

DIG:MASTER

お買いあげありがとうございま予使‖l市iにこの言iりl書を必ずおJ
みいただきこのL-718VFの 性能を十分にごi舌用ください。

露 出値 (EV)日 盛の差 コントラス ト比 有効露光 1■

白 黒 フ イ ル ム



■ 各部名称

L-718用 ビューファィングーは測定物の反射
インダーで確認 しなが ら測定で きるアタッチ

露 出計側

■ 取り付けな 取り外し方

●取 り付 け方

(1)回 転受光部① にセッ トしている光球 ②等

を反時計方向に回 して外 します。

(2)ビ ューファインダーの回転 ダイヤル③の

着脱指標④ を反時計方向に回 し、回転 し

な くなる位置にセッ トします。

(着脱指標は真下 )

(3)回 転受光部 にはめ込み ます。

(4)回 転 ダイヤルを時計方向に回転 しな くな

る位 置 (45° )ま で 回 し ます と、 ビ ュ ー フ
ア イ ン ダー は セ ッ トさ れ ます 。

● 取 り外 し方

回 転 ダイ ヤ ル を反 時 計 方 向 に 45・ 回 転 す れ

ば (着脱 指 標 は 真 下 )ピ ユ ー フ ア イ ン ダ
ー は 外 れ ます 。

光 (輝度 )を 受 光 角 5° で 測 定 ヶ所 を フ ァ

メ ン トで す 。

ピューファイングー側

③回転
ダイヤル

Э着脱指標

☆露 出計本 体 に装 着

したま ま ビュー フ

アイ ンダー を無理

に回 転 させ な い で

下 さ い。

■ 測定

:露 出計 本 体 に使 用 す る フ ィル ム感 度 (ISO)、
測 定 す る モ ー ド、 及 び タ イ ム (又 は 絞 り )

を セ ッ トし ます 。

2フ ァ イ ン ダ ー ⑦ を覗 き、 サ ー ク ル を被 写
体 の 測 定 した い 部 分 に 向 け 、 露 出 計 本 体

側 面 の 測 光 ス イ ッチ を押 して 測 定 し ます 。

3コ ー ドレ ス モ ー ドの 場 合 は 測 光 ス イ ッチ
をオ早し、 待 機 J大態 に して 、 ス トロポ 光 を
受 光 す る ま で 、 測 定 部 分 に サ ー ク ル を合

わ せ て お い て 下 さ い。

こ注意

★定 常 光 測定 で測 光 スイ ッチを離 し

たあ とも極 く短 時 間測 光 を続 け て

い ますの で  測 光 スイ ッチを離 し

た後 も約 07秒 P80はその まま動か さ
な い で下 さ い。 浸り定 ヶ所の 狙 しヽ を

外 す と測定値 に誤 差 を生 しま すの

ここ

'キ

意 下 さい。

★ この フ アイ ンダー |ま 2眼 方 式の 為 、
距離 によ リパ ララ ックスがあ りま

すの で、 次の よ うに測定 願 い ます。

●『 F離か 15m以 上の 場 合
Aを中心 とす る 5・のサークル B
を用 い て測定 して下さ い。

● 距離 が lmぐ らいの 場 合
0を測定物の 中心 に 置 き測 定 し
て下 さ い。

● ]m以 下 はパ ラ ラ ック スか 大 き く
な ります。

● ピュ ー フ ァイ ンダーが 故 障 と思 わ れ る と き

ピ ュ ー フ ア イ ン ダ ー の 測 定 値 が お か しい

と思 わ れ る と き、 正 常 に作 動 して い る か

ど うか は 、 次 の 方 法 で ご確 認 で き ます 。

(:)露 出 計 を定 常 光 EVモ ー ドに し ます 。
(2)ノ ー ト等 、 光 沢 の 無 い約 20Cm四 方 の 均 ―
な 明 る さの 測 光 面 を用 意 し、 露 出 計 本 体

に ビ ュ ー フ ァ ィ ン ダー を装 着 し、 測 光 面

よ り約 10Cm離 した位 置 で 、 陰 を作 らな い

様 に 、 均 一 面 の 中 心 部 を測 定 し ます 。

(3)測 定 モ ー ド及 び 、 測 光 位 置 を動 か さ な い

で 、 ビ ュー フ ァィ ン ダ ー を光 角 度 板 に付

(す 換 え 同 様 に 測 定 し ます 。

(4X2)と (3)の 測定値の差が 0 5EV以 内であれ
ば正常に作動 しています。
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